
地方分権・行財政対策特別委員会

１ 委員会名 地方分権・行財政対策特別委員会

２ 開催日時 平成23年11月４日（金） 10時03分～11時50分

３ 開催場所 第三委員会室

４ 説 明 員 総合政策部長、総務部長、人事委員会事務局長および関係職員

５ 議事の概要

（１）関西広域連合について

構成府県の思いや願いが反映される意思決定の仕組みが十分に機能するように求

める意見や、関西広域連合を利用して滋賀県を大きくする気構えでがんばっていた

だきたいという意見が出された。

国の出先機関の移管に関して、具体的に動いていなければならない時期に来てい

る、嘉田知事が国出先機関対策委員会の委員長に就任し、滋賀県への役割と責任が

重くなるという覚悟と気概を持って欲しいという意見が出された。

（２）人事委員会の勧告について

最も大きな投資は人件費であり、給与分の仕事をしていただいているかが最も大

切であること、このことをしっかりと押さえていただきたいという意見が出された。

（３）地方機関の見直しについて

環境・総合事務所を廃止する案に対して、環境・総合事務所長が兼ねていた地域防

災監の位置づけをどう考えているかという意見が出された。



委員会で配付された資料

１ 関西広域連合委員会の結果概要について

２ 給与勧告・報告の骨子（平成23年）

３ 職員の給与等に関する報告および勧告

４ 地方機関の見直しについて（案）

５ 滋賀県公務員住宅について


